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’
マ
ス
。
へ
『

　

ゴ
″
Ｉ
官
エ
フ
雨
教
授
小
傅

　

今
次
大
戦
は
吾
々
を
企
く
世
界
０
學
１
　
が
ら
隔
１
　
」
。
自
己

の
小
地
域
七

　
９
や
０
夢
紅
む
さ
ぼ
ら
し
て
ゐ
た
０
で
。
あ
つ
だ

″
が
・
弧
警
娠
に
再
び
世
界
へ
０
　
門
が
隆
か
れ
る
と
ヽ
四
年
間

に
於
け
る
他
國
ｏ
學
術
の
進
展
が
次
々
と
吾
ｙ
の
耳
目
を
驚
か

し
、
今
の
多
彩
華
麗
な
交
響
晋
の
楽
音
に
】
’
驚
、
一
嘆
し
っ
づ
あ

心
が
、
そ
の
布
令
か
な
調
べ
に
混
っ
で
、
吾
々
が
か
っ
７
そ
の

名
に
親
し
み
敬
っ
て
き
た
幾
多
の
著
名
學
人
９
誄
音
が
傅
へ
ら

れ
て
く
る
ｏ
は
、
又
感
慨
な
き
・
七
得
な
い
・
今
此
１
　
に
の
べ
る

雨
人
檀
同
じ
く
最
近
易
贅
四
傅
へ
ら
れ
る
ペ
リ
オ
氏
と
共
に
今
。

世
紀
前
牛
に
於
け
る
東
洋
學
界
の
一
方
の
旗
頭
と
し
て
世
界
に

知
ら
れ
、
特
に
我
國
は
曾
遊
の
地
と
し
て
知
己
も
多
く
、
馴
染

深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
今
ア
ー
テ
イ
ブ
ス
ー
ア
ジ
ー
一
九
四
七

年
に
載
せ
ら
れ
た
彼
等
０
略
歴
を
參
照
七
て
ぃ
そ
０
業
蹟
を
振

樋

　

～
口

』徽

康

　

返
り
み
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
意
義
で
は
な
か
ら
う
。

　

ア
ン
リ
ー
マ
ス
ペ
ロ
Ｈ
ｅ
ｈ
ｒ
ｉ
　
Ｍ
ａ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
ｏ

‘

　

有
名
な
フ
ー
フ
ン
ス
の
エ
ハ
ヂ
プ
ト
學
者
ガ
ス
ト
ン
ｎ
マ
ス
ペ
ロ

の
息
子
で
あ
る
彼
。
ア
ン
リ
ー
マ
ス
ペ
ロ
は
一
八
八
三
年
此
世

に
生
を
受
け
た
。
早
く
よ
り
學
に
志
し
。
壬
ン
タ
ー
ヌ
及
ル

イ
ー
ル
ー
グ
ラ
ン
雨
中
學
校
を
卒
業
、
歴
史
學
士
の
稀
凱
と
歴

・
史
及
地
理
學
０
高
等
學
位
を
得
た
。
初
め
父
０
勧
め
に
よ
り
・
Ｊ
フ

　

ジ
ゼ
ス
治
下
０
エ
ヂ
プ
ト
財
政
」
の
研
究
を
行
っ
た
が
。
之
が

　

後
年
経
済
的
観
的
か
ら
中
國
封
建
制
度
並
び
に
土
地
制
度
法
登

　

展
０
研
究
を
鶏
し
た
際
に
大
い
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し

　

彼
０
エ
ヂ
プ
ト
學
は
そ
れ
以
上
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
即
ぢ
マ

　

ス
ベ
ｓ
は
爾
後
中
國
０
研
究
に
専
心
ひ
ヽ
一
九
〇
七
年
ぶ
り
Ｉ

　

の
東
語
學
校
’
の
學
位
を
獲
得
、
之
に
よ
っ
。
て
彼
の
道
は
定
ま
り
、

－・４67
-



4妬

愈
、
東
洋
學
者
た
ら
ん
と
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
〇
八
年
一
月
十
一
日
、
フ
ラ
ン
ス
遠
東
學
院
０
研
究
員

ダ
任
命
さ
れ
。
そ
０
三
月
佛
印
に
着
任
し
た
時
、
マ
ス
ペ
‘
ロ
は

二
十
五
歳
の
青
年
で
あ
っ
た
。
着
任
早
々
中
國
北
部
及
佛
敦
初

期
の
塵
史
的
研
究
を
行
び
、
そ
の
成
果
ど
一
九
〇
九
年
十
一
月

し二
た峻

日
ハ
イ
ノ
の
商
業
地
理
學
會
０
印
度
支
那
分
會
で
最
表

次
い
で
唐
代
に
於
け
る
安
南

に
言
語
學
的
方
面
か
ら
の
研
究
を
行

理
に
つ
い
て
特

一
一
年
十
月
十

日
弱
冠
二
十
八
歳
に
し
て
遠
東
學
院
の
支
那
學
０
軟
授
に
任
命

さ
れ
た
。
同
年
十
二
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
安
南
に
行
き
。
ミ

ュ
オ
ン
－
m
ｕ
'
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｈ
ｉ
t
^
-
i
タ
イ
９
Ｒ
語
０
精
緻
友
比
較
言
語

　
　
　
　
　

‘

　
　
　

③

學
的
研
究
を
行
っ
た
。
所
が
極
め
て
不
健
康
な
こ
の
地
０
風
土

の
篤
に
重
い
傅
染
病
に
罹
り
、
一
時
治
療
の
焉
フ
ラ
ン
ス
へ
蹄

ら
ね
ば
な
。
ら
な
か
っ
・
だ
。

　

Ｊ一
九
」
三
年
七
月
漸
く
健
康
を
取
戻
し
て
ハ
ノ
イ
に
倅
り
。

に
戻
り
。
そ
０
地
で
召
集
を
受
け
た
。
召
集
中
も
彼
は
一
早
除
勤

務
０
許
す
範
園
内
で
學
院
９
焉
に
助
力
し
、
二
三
の
論
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

　
　
　
　

ダ

　
　

’

Ｂ
-
Ｅ
-
Ｆ
-
Ｅ
-
Ｏ
に
載
せ
て
ゐ
る
。

　
　

一
九
一
七
年
下
士
官
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
婦
り
、
経
戦
迄
今

こ
に
居
た
が
、
除
除
と
な
る
や
一
九
年
七
月
に
再
び
ハ
ノ
イ
に

倅
り
ヽ
直
ち
に
活
動
を
始
め
た
。
今
度
は
チ
ャ
ム
９
ヨ
の
資

料
を
求
め
て
安
南
を
巡
り
、
フ
ア
ン
ー
ラ
ン
う
ぼ
ロ
冨
品
で

　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　
　

④

は
チ
ャ
ム
の
所
祷
書
を
得
、
ヲ
ン
ツ
ム
Ｋ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｕ
m
　
Ｑ
プ
レ

イ
ー
ク
Ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
　
Ｋ
ｕ
で
は
登
掘
を
行
っ
た
。
然
し
。
叉
病
気
に

な
り
十
一
月
ハ
ノ
イ
に
敲
っ
た
。
そ
し
て
學
院
の
院
長
代
理
と

な
り
束
洋
語
０
研
究
を
主
宰
し
た
。
十
二
月
二
十
九
日
コ
レ
ー

ヂ
’
ド
ー
フ
ラ
ン
ス
の
収
國
及
タ
タ
ー
ル
満
洲
語
學
並
に
文
學

０
講
座
を
受
持
つ
様
命
を
う
け
た
が
。
と
０
講
座
は
ア
ペ
ル
・
。

レ
ミ
t
i
ザ
Ａ
ｂ
ｅ
ｌ
　
Ｒ
ｅ
ｍ
ｕ
ｓ
ａ
ｔ
ス
タ
ユ
ス
ラ
ス
ー
■
■
ｉ
>
　
Ｈ
　
≫
ア
ン

Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｓ
　
Ｊ
ｕ
ｌ
ｉ
ｅ
ｎ
以
来
由
緒
の
あ
る
も
０
で
前
任
者
エ
ド
ウ

十
四
一
年
三
月
に
は
再
｀
び
中
國
に
出
か

％

浙
江
・
杭
州
・
紹
興
・

　
　

ワ
ー
ル
ー
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
Ｋ
　
Ｅ
ｄ
ｏ
ｕ
ａ
ｒ
ｄ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
　
Ｑ
死
後

寧
波
・
天
台
山
等
を
巡
り
、
宋
元
代
の
中
國
佛
敦
美
術
開
係
資

　
　

空
席
の
偉
に
な
っ
て
一
葦
応
で
あ
る
６
然
し
彼
ｏ
羞
任
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

ｒ

　
　
　

｀

　
　

゛

　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
‘

　
　

″

料
の
寫
薦
と
拓
本
を
多
数
作
製
し
た
。
然
る
‘
に
・
丁
度
第
’
一
次
大
’
貼

戦
勃
登
り
研
究
談
汗
が
績
け
ら
れ
な
く
な
気
ん
月
化
籐
印
三
年
一
緒
に
舛
ｙ
鼎
ア
ヘ
行

Ｖ
苓
「
唐
代
長
安
の
支
・

び

な
る

-
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．
‘

　

″
Ｉ
Ｌ

　
　
　
　

’
一
ヽ

番
太
で
’
フ
ラ
ｙ
ス
．
翰
柊
院
の
賞
金
を
貫
．
つ
た
・

ム
｀
九
二
○
年
十

万
二
十
七
ぼ
こ
。
へ
こ
ｉ
東
希
ぶ
を
斟

任
し
フ
ー
フ
ン
ス
ヘ
節
つ
た
。
。
彼
は
佛
印
に
於
て
非
常
な
努
力
と
、

巣
敢
政
変
行
力
を
行
使
し
て
。
精
密
堅
固
廠
基
礎
ｏ
．
下
に
中
國

の
言
語
學
や
古
代
史
を
研
究
し
。
彼
。
の
東
洋
學
を
大
成
芯
し
大

の
で
あ
る
・
學
者
の
紅
１
　
坤
で
億
t
’
－
ス
ペ
ａ
の
Ｉ
學
伺
的
紺
歴
程

合
理
的
裴
展
０
過
程
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
は
少
い
。
即
ち
先
づ
づ

現
地
の
綿
密
な
調
査
に
始
ま
九
ん
み
得
衰
る
資
料
を
比
較
對

治
す
。
る
こ
と
に
よ
つ
て
事
象
の
本
質
を
つ
か
ま
ん
と
す
る
０
で

あ
る
。
例
へ
ば
初
期
安
宿
０
歴
ま
の
研
究
に
於
て
、
オ
ル
ツ
ー

氏
が
翠
な
る
臆
断
か
ら
安
南
人
の
起
源
を
湖
南
潟
北
に
お
い
た

０
に
對
し
、
彼
は
確
変
な
文
献
批
判
に
よ
る
方
法
を
と
り
。
秦

０
始
皇
０
南
越
征
服
に
開
す
る
文
献
を
廣
く
蒐
集
し
て
之
を
精

轡
に
考
察
し
て
初
期
安
南
０
歴
史
を
明
か
に
せ
ん
と
し
た
り
、

叉
安
南
語
の
研
究
忙
於
て
ヽ
は
先
づ
安
南
語
０
中
に
あ
石
古
代
中

國
語
を
取
消
し
、
を
の
哀
音
・
調
子
等
を
比
較
し
、
更
に
ミ
ュ

オ
Ｖ
語
・
モ
ゝ
・
ク
メ
ー
ル
語
・
タ
イ
語
等
と
の
比
較
か
ら
タ

イ
語
属
系
に
聡
す
る
ご
と
を
比
定
し
た
る
如
き
、
そ
の
寅
謐
的

科
學
性
を
示
し
て
ゐ
る
。

齢
恨
妬
作
呵
Ｉ
紅
對
す
轟
礎
的
顛
識
七
興
へ
為
．
；
’

ト
ド
ド
μ
Ｕ
Ｎ
に

4
　
1
　

1
郷

４
　
ノ
中
國
紅
琵
政
治
的
事
1
1
1
締
知
聡
國
文
恥
の
研
恥

を
な
し
。
中
國
古
代
に
開
す
る
最
も
簡
潔
に
し
て
要
領
を
得
た

ｃ

　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

名
著
を
上
梓
す
る
こ
と
が
出
来
た
０
夕
あ
る
○
’
‘

　
　

｀

　

♂

　

ｒ

　

♂

　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｗ

　
　

一
１
　
二
八
年
我
國
に
来
朝
し
三
〇
年
ま
で
滞
在
し
日
佛
會
館

學
監
を
務
め
、
ぞ
の
間
い
東
京
・
京
都
雨
大
學
い
東
洋
文
庫
等

に
芦
て
廠
０
統
蓄
心
披
漕
し
た
。

　

｀
宍

　

匹

　
　
　

゛

。
彼
は
叉
中
國
ｏ
言
語
學
に
開
す
る
論
文
も
二
三
書
い
て
・
ゐ

る
・
極
め
て
篤
き
誠
寅
と
・
科
學
的
な
１
　
確
ざ
と
、
鏡
敏
な
感

受
－
－
Ｅ
『
―
之
等
を
彼
は
賓
際
生
活
ｏ
中
に
も
持
づ
て
ゐ
た

　
０
で
あ

る
が
－
ｊ
と
を
持
っ
て
中
國
ｏ
鱒
仙
論
や
哲
學
の
客
観
的
調

⑩
査
を
す
る
ご
と
に
よ
り
中
國
０
人
文
主
義
０
起
源
に
つ
い

蓼
ド
す
る
ご
と
に
よ
り
中
國
の
人
文
主
義
の
起
源
に
つ
い
て
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

心
に
砂
究
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
更
に
彼
は
宗
教
史
の
研
寥
に

熱
中
し
た
が
．
⊃
光
三
四
年
新
た
に
法
律
上
０
　
・
問
題
に
付
い
て

ご
研
究
を
始
め
ご
初
期
の
仕
事
を
振
返
っ
て
み
る
こ
と
に
廠
っ

た
。
今
次
大
戦
勃
登
前
の
数
年
間
は
道
歌
の
研
究
に
傾
注
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

ゐ
ち
そ
の
開
係
論
文
は
彼
が
次
第
に
深
入
り
し
て
行
っ
た
人

-

１５
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文
主
義
者
ｇ
綜
合
的
適
用
を
示
し
て
ゐ
る
。

Ｉ

　

マ
ス
ペ
〃
は
中
國
に
開
す
る
該
博
な
知
識
を
持
ち
、
特
に
歴

史
的
・
文
化
的
方
面
に
對
す
る
客
槻
的
・
座
譲
的
で
は
あ
る
が

極
め
て
鋭
利
な
見
解
を
持
っ
て
ゐ
る
ｏ
で
、
科
學
の
凡
ゆ
る
部

門
を
通
覧
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
言
語
學
・
紳
話
學
・
文
學
・
法

律
學
・
宗
教
・
榊
仙
・
政
治
史
・
紅
會
學
・
考
古
學
・
天
文

匹

等
０
總
て
が
彼
ｏ
論
文
中
に
取
人
れ
ら
れ
て
夕
心
の
で
あ
る
。

　

一
九
四
四
年
七
月
二
十
六
日
、
ア
ｙ
リ
ー
マ
ス
ペ
ロ
は
反
政

府
黛
で
あ
っ
た
息
子
の
代
り
に
夫
人
と
共
に
ゲ
ス
タ
ポ
に
捕
へ

ら
れ
た
・
。
フ
レ
ス
ネ
ス
の
獄
か
ら
ビ
ュ
ツ
ケ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
ヘ
這

償
ひ
難
き
損
失
で
、
彼
は
支
那
學
の
開
拓
者
と
も
創
建
者
と
も

云
は
れ
る
の
で
、
彼
の
友
人
や
弟
子
途
は
マ
ス
ペ
ロ
が
彼
等
の

１
　
に
あ
つ
た
事
を
永
久
に
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　

マ
ス
ペ
ロ
主
要
著
述
目
録

ご
（
い
ｏ
ヨ
ヨ
ｕ
ｎ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｅ
ｔ
　
ｍ
ｏ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｂ
ｏ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ｉ
ｓ
t
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
　
ａ
ｕ
ｘ
　
Ｉ
Ｉ
≪

　

ｅ
ｔ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
≪
　
ｓ
ｉ
ｅ
ｃ
ｌ
ｅ
　
(
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ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｕ
ｒ
　
l
'
h
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.
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Ｅ
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Ｏ
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１
９
１
２
)

ら
れ
た
。
彼
は
こ
の
暗
黒
の
生
活
に
悩
ま
さ
れ
、
元
来
頑
強
で
あ

　
　

４
)
　
Ｓ
ｕ
ｒ
　
ｑ
ｕ
e
l
ｑ
ｉ
４
ｅ
ｓ
　
ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ａ
ｎ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｄ
ｕ
　
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｉ
ｏ
ｓ
　
ｐ
ａ
ｒ
l
e
　
(
Ｂ
.
Ｅ
.
Ｆ

つ
た
肉
叢
も
長
年
ｏ
た
ゆ
ま
ぬ
學
問
研
究
の
焉
に
非
常
に
弱
っ

　
　
　

ｔ
｡
.
ｕ
.
　
ｔ
.
　
A
l
ｖ
｡
　
ｉ
ｖ
;

て
ゐ
た
の
で
ｒ
獄
中
の
規
則
に
し
ば
ら
れ
た
生
活
に
耐
え
得
な

　
　

Ｊ
）
Ｄ
ｅ
　
ｑ
ｕ
e
l
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
　
i
n
ｔ
ｅ
ｒ
d
i
ｔ
ｓ
　
ｅ
ｎ
　
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ａ
ｖ
ｅ
ｃ
　
l
e
ｓ

　
ｎ
ｏ
ｍ
ｓ
　
ｄ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｃ
ｈ
ｅ
ｚ
　
l
e
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｉ
-
ｎ
ｏ
ｉ
ｒ
ｓ

(
Ｂ
.
Ｅ
.
Ｆ
:
ｅ
.
Ｏ
.
　
１
９
１
６
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
)

か
っ
た
で
あ
ら
う
。
同
囚
の
願
に
よ
っ
て
彼
は
靴
下
の
修
裂
作

　
　
　

Ｑ
ｕ
e
l
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
　
m
o
ｔ
ｓ
　
ａ
ｎ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｄ
'
ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
ｅ
（
Ｂ
.
Ｅ
.
Ｆ
.
Ｅ
｡

業
に
ま
わ
さ
れ
た
が
月
毎
に
弱
っ
て
行
っ
た
。
彼
は
自
分
で
は

外
國
語
の
話
せ
る
事
を
云
は
な
か
っ
た
が
、
皆
が
彼
を
通
詳
に

し
た
焉
に
漸
く
境
遇
も
落
着
い
た
。
。
唯
彼
の
’
肉
叢
Ｑ
衰
弱
は
止

む
べ
く
も
な
く
、
一
九
四
五
年
五
月
十
五
日
ビ
ュ
ツ
ケ
シ
ヴ
ァ

ル
ト
の
病
室
で
途
に
落
命
し
た
。
之
は
東
洋
學
に
と
っ
て
誠
ヽ
に

　

（
）
.
　
１
９
１
６
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
）

６
)
　
Ｌ
ａ
　
ｐ
ｒ
ｉ
ｅ
ｌ
ｅ
　
ｄ
ｕ
　
ｂ
ａ
ｉ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
ｓ
　
d
i
ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｃ
Ｈ
ｃ
ｚ
　
l
e
ｓ
　
ｃ
ａ
ｍ
ｓ

　

（
Ｂ
.
Ｅ
.
Ｆ
.
Ｅ
.
Ｏ
.
　
１
９
１
２
　
Ｖ
）

７
)
　
Ｄ
ｉ
ａ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
Ｔ
ｅ
ｈ
'
　
ａ
ｎ
ｇ
-
ｎ
ｇ
ａ
ｎ
　
ｓ
ｏ
ｕ
ｓ
　
l
e
ｓ
　
Ｔ
'
　
ａ
ｎ
ｇ
　
（
Ｂ
.
Ｅ
.
Ｆ
.
Ｅ
.

　

（
）
.
　
１
９
２
０
　
Ｉ
Ｉ
)

８
）
　
Ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
m
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
　
　
ｄ
ａ
ｎ
ｓ
　
ｌ
ｅ
　
　
Ｃ
ｈ
ｏ
ｉ
ｌ
-
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
　
（
Ｊ
.
　
Ａ
.
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Ｇ
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ｅ
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４

　
　
　
　
　

ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

參

　

フ
ラ
ン
ス
０
鮎
化
人
で
美
學
者
・
・
考
古
學
者
・
東
洋
學
者
で

　

あ
忿
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
ー
ゴ
λ
Ｉ
ビ
エ
フ
伯
は
一
八
七
九
年
グ
リ

　

ミ
ヤ
の
ロ
シ
ヤ
貴
族
０
家
に
生
れ
た
。
長
ぐ
。
グ
リ
ー
化
怯
み
、

　

性
来
穏
健
で
天
分
に
恵
ま
れ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
巧
み
な
勢
術

　

ま
で
。
本
能
的
に
秀
で
た
感
受
と
博
學
と
を
結
付
け
で
美
學
を

　

専
攻
し
て
ゐ
た
。
一
九
〇
八
年
二
冊
か
ら
な
る
豪
華
本
「
ル
ー

゛
ヴ
ル
及
大
英
博
物
館
収
戴
の
ジ
ヤ
コ
ボ
・
ベ
S
V
'
-

I
IＱ
素
描
」

　

を
も
０
し
た
。
然
し
こ
０
頃
か
ら
既
に
ア
ジ
ア
に
心
引
か
れ
て

　

ゐ
た
や
う
で
、
印
度
・
ジ
ヤ
バ
を
旅
行
し
て
主
要
な
考
古
學
的

　

遺
跡
－
－
ｊ
サ
ン
チ
、
ア
マ
ラ
バ
テ
イ
、
エ
ロ
ー
ラ
、
マ
バ
リ
プ

こ
フ
ム
、
エ
レ
フ
ァ
ン
タ
、
ボ
ロ
ブ
ヅ
ウ
ル
等
０
寫
餌
集
を
つ
く

　

り
、
ギ
メ
エ
博
物
館
に
鸞
し
て
そ
こ
の
寫
員
保
存
片
の
最
初
心

　

資
料
と
な
っ
た
。

　
　

彼
は
叉
優
れ
た
蒐
集
家
で
、
美
學
の
緻
密
な
法
則
に
従
っ
て

-
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一
寸
し
か
も
？

の
焼
物
等
全
殼
と
し
て
い
か
に
も
高
雅
な
趣
を
示
し
、
兎
に
角

立
派
な
も
の
だ
っ
た
。
富
時
中
國
の
緒
書
に
特
に
興
味
を
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

二
三
の
論
文
を
か
い
て
ゐ
る
。
同
じ
頃
Ａ
ｒ
ｓ
　
Ａ
ｓ
i
a
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
の
出

版
を
企
劃
し
、
爾
後
そ
の
監
修
を
長
く
っ
と
め
彼
が
印
度
で
揃

っ
た
寫
具
の
一
部
を
載
せ
た
り
し
た
。

　

一
九
一
四
年
か
ら
十
八
年
０
大
戦
の
間
。
彼
は
フ
ラ
ｙ
ス
戦

線
に
於
け
る
ロ
シ
ヤ
野
戦
病
院
を
創
立
し
、
自
ら
出
資
し
て
各

地
に
病
院
列
車
を
走
ら
せ
た
り
し
た
が
。
ソ
ビ
エ
ー
ト
芋
命
に

遭
ぴ
、
生
活
０
焉
に
ポ
ス
ト
ｙ
美
術
博
物
館
が
手
に
入
れ
た
彼

の
蒐
集
品
の
一
部
を
壹
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ゴ
ル
ー
ビ
エ
フ
は
背
槃
家
と
考
古
學
者
と
の
雨
方
の
才
能
を

持
っ
て
ゐ
た
０
で
、
云
の
執
れ
を
選
ぷ
か
に
一
時
迷
っ
た
が
後

者
０
方
を
選
ん
だ
。
一
九
二
〇
年
八
月
四
日
遠
東
學
院
０
臨
時

研
究
員
に
任
命
さ
れ
。
十
二
月
九
日
佛
印
に
向
け
出
船
し
た
。

そ
の
後
二
十
五
年
間
こ
の
學
院
に
勤
め
、
幾
度
も
院
長
代
理
と

な
り
、
外
國
へ
代
表
と
し
て
出
か
け
。
或
は
登
掘
を
行
ぴ
。
研

究
書
を
出
版
し
た
の
で
あ
る
。
彼
社
遠
東
學
院
に
着
任
す
’
る
や

直
ち
に
ル
イ
ー
フ
ィ
ノ
ー
　
　
　
Ｌ
ｏ
ｕ
ｉ
ｓ
　
Ｆ
ｉ
ｎ
ｏ
ｔ
　
　
　
ｉ
ｉ
附
い
て
ア
ジ
ゴ

Ｉ
ル
に
行
っ
た
が
之
が
彼
０
第
一
回
訪
問
で
そ
０
後
は
屡
々
此

處
を
訪
れ
。
長
く
滞
在
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
彼
は
叉
學
院
Ｏ

寫
鰐
（
資
料
）
局
の
長
に
選
ば
れ
た
０
で
自
然
圖
像
學
的
方
面
に

興
味
を
持
つ
や
う
に
な
り
、
そ
の
方
面
の
専
門
家
と
た
っ
た
。

彼
が
次
の
数
年
問
続
い
て
ク
メ
ー
ル
と
印
度
０
紺
重
に
闘
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

一
連
の
論
文
を
出
し
た
０
も
か
か
る
事
情
か
ら
で
あ
っ
穴
。

　

一
九
二
一
年
十
一
月
ぞ
ル
セ
ー
ユ
で
開
か
れ
た
殖
民
地
展
覧

會
學
院
か
ら
出
陣
す
る
袷
任
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
敲
り
、
そ

の
機
會
を
利
川
し
て
マ
ル
セ
ー
ユ
ー
パ
リ
ー
・
・
ン
ド
ン
ー
ブ

ル
ク
セ
ル
等
で
學
院
の
事
業
並
び
に
活
動
状
況
に
つ
い
て
紹
介

文
傅
０
講
演
を
し
て
廻
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

翌
二
二
年
八
月
ル
イ
ー
フ
ィ
ノ
ー
と
雲
常
に
行
き
、
五
月
夕

ン
ホ
ア
に
出
か
け
ラ
ム
ソ
ン
Ｌ
ａ
ｍ
-
ｓ
ｏ
ｎ
の
登
掘
に
參
加
し

た
。
こ
り
旅
行
に
よ
り
彼
は
安
宿
・
。
ト
ン
キ
ン
の
青
銅
美
術
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

興
味
を
持
つ
や
う
に
な
り
。
盛
に
研
究
し
た
。
即
ち
彼
は
銅
鼓

並
び
に
青
銅
器
時
代
遺
物
の
研
究
か
ら
、
ド
ン
ソ
ン
式
文
化
と

い
ふ
も
０
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
「
圓
と
切
線
」
文
様
の

如
き
特
有
意
匠
０
存
在
す
る
所
か
ら
土
着
固
有
の
文
化
で
お
る

と
定
義
し
た
。
特
に
銅
妖
ｋ
闘
1
1
　
て
は
、
’
そ
’
０
始
源
地
を
北
部

-72-
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安
宿
・
ト
ご
キ
ン
南
部
に
求
め
、
一
そ
０
虜
代
文
様
と
一
致
ず
る

所
か
ら
中
國
か
ふ
移
住
し
て
未
だ
工
人
の
影
響
忙
よ
づ
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ャ
人
が
凡
一
世
紀
頃
に
始
め
て
製
作
」
た
と
の
べ

・
、
そ

　
　

ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
Ｉ

の
文
集
の
分
析
か
ら
葬
式
使
用
の
儀
式
的
な
も
？

ゐ
戈
之
に
は
色
’

″

異
４
　
も
あ
る
所
で
あ
る
が
、
銅
鼓
ｏ
原
型

に
對
す
る
最
初
の
考
甕
と
し
汽
叉
青
銅
器
文
化
の
中
國
起
源

ｒ

　
　
　
　
　
　

‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　

ｊ

脆
を
唱
へ
た
も
０
と
」
了
注
目
さ
れ
る
。

　
　

二
三
年
十
二
月
か
ら
二
四
年
五
月
に
か
け
て
、
ア
ン
ー
コ
ー
ル

に
滞
在
し
。
そ
れ
が
後
に
遠
東
學
院
紀
要
第
一
巻
と
し
て
フ
ィ

ノ
ー
・
バ
ル
マ
ン
‘
チ
エ
と
共
に
出
し
た
バ
ン
テ
イ
ー
ス
ー
レ
イ

Ｂ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ａ
ｉ
　
Ｓ
ｒ
ｅ
ｉ
　
Ｑ
特
殊
研
究
ヽ
を
生
む
に
至
っ
た
。
彼
は
寫
員

局
忙
溶
を
置
ぐ
一
方
、
二
五
年
十
一
明
十
一
日
美
術
史
研
究
部

の
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
彼
０
ア
ジ
ア
美
術
に
開
す
る
完
き
理

解
と
優
れ
た
識
見
は
印
度
支
那
０
美
術
家
連
に
大
き
な
影
響
を

具
へ
た
。
彼
は
一
九
二
六
年
六
ヶ
月
間
の
フ
ラ
ｙ
ス
鮮
休
に

０
間
ギ
メ
エ
博
物
館
で
遠
東
學
院
の
活
動
並
に
タ
メ
ト
ル
蔀

｝
｛
発
０
育
掘
を
行
び
、
二
七
年
七
月
に
は
１
　
審
係
と
亙
ｂ
’
、

　
　
　

″
″

　
　

―
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　
　
　

、

二
八
教
は
安
南
・
ト
ン
ギ
ｙ
を
旅
行
し
て
延
つ
だ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　
　

♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■

”

　
　
　
　
　
　

ｆ
。
し

　
　
　
　

一

　
　
　
　

～

　
　
　
　
　

・

　
　

彼
は
又
よ
く
學
院
ｐ
代
表
と
し
て
各
地
に
阿
か
け
た
。
二
九

年
八
月
二
十
五
日
バ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
第
四
回
太
平
洋
學
術

。
會
議
に
出
席
、
ジ
。
ヤ
バ
を
も
訪
れ
た
。
又
ア
ジ
ア
の
気
候
に
健
康

を
害
ひ
フ
ー
フ
ン
ス
に
休
養
に
鮎
っ
た
際
も
、
途
中
セ
｀
イ
ロ
ン
に

立
寄
ひ
こ
と
如
欧
洲
各
地
で
遠
東
學
竪
辰
術
上
の
宜
傅
を

す
る
使
命
を
負
は
さ
れ
た
。
パ
リ
ー
に
着
ぐ
や
、
、
彼
は
翰
林
院
・

ソ
ヽ
ル
ポ
に
タ
ー
デ
ジ
ア
協
會
等
で
講
演
し
た
。
三
一
年
パ
リ
ー

の
殖
民
地
展
覧
會
へ
學
院
の
・
派
遣
員
と
し
て
、
印
度
支
那
館
ｏ

展
覧
に
努
め
。
そ
の
間
ロ
ン
ド
ン
、
ラ
イ
？
ン
。
ア
ン
ヴ
ェ
ル

ス
等
で
講
演
を
行
っ
た
。
三
〇
、
三
一
年
の
參
の
間
は
美
術
考

古
學
研
究
所
で
二
度
の
講
義
を
し
た
。
彼
は
講
演
が
極
め
て
巧

参
で
聴
衆
に
鍔
ｏ
芸
術
を
脆
き
、
芸
術
家
が
石
・
金
・
陶
ｏ
中

に
描
き
出
し
た
彼
等
ｏ
仝
過
去
を
。
賓
際
に
浮
出
さ
せ
る
が
如

く
に
説
明
し
た
の
で
、
人
々
は
芸
術
作
品
の
本
質
的
價
値
恥
理

術
に
つ
い
て
五
回
の
講
演
を
行
っ
た
が
ｊ
Ｊ
を
旅
へ
て
佛
印
に

　
　

解
す
る
こ
と
が
出
来
た
．

戻
る
際
．
九
月
四
日
付
で
フ
ラ
ン
ス
に
鮎
化
し
た
．
十
月
十
五

　
　
　

彼
は
翰
林
院
ｏ
推
薦
で
ル
イ
ー
フ
ィ
ノ
ー
の
代
り
に
＝
レ
ー

日
鮮
院
す
る
や
サ
ン
ボ
ル
ー
プ
レ
イ
ー
タ
グ
ク
Ｓ
ａ
ｍ
ｂ
ｏ
ｒ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｉ
　
　
.
ジ
ー
ド
ー
フ
ラ
ン
ス
の
．
第
二
級
講
座
を
も
受
持
ち
、
か
く
て
叉

¬．73-
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Ｉ
ロ
ー
ヌ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
、
ミ
ュ
ニ
ッ
ヒ
と
講
演

　
　

方
ア
ン
コ
ー
ル
、
タ
ン
ホ
ア
、
ホ
ア
ビ
ン
へ
の
族
を
つ
づ
け
た
。

旅
行
を
つ
づ
け
、
十
月
十
七
日
佛
印
に
戻
っ
て
、
甕
掘
や
研
究

　
　

三
八
ｌ
ｊ
九
年
最
後
ら
休
暇
を
と
っ
だ
が
、
彼
の
健
康
は
佛
印

を
つ
づ
け
た
。
彼
は
之
等
０
仕
事
を
適
確
な
方
法
に
よ
り
。
積

　
　

０
気
候
の
埓
に
非
常
に
害
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
パ
リ
ー
、
プ
レ
ス

極
的
結
果
を
得
る
や
う
に
總
て
を
茲
㈱
し
た
。
プ
ノ
ム
ー
キ
ュ

　
　

ト
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ラ
イ
デ
ン
、
ス
ウ
Ｉ
Ｉ
デ
ン
と
講
演

Ｉ
レ
ン
と
サ
ム
ボ
ル
プ
レ
イ
タ
ッ
ク
０
登
掘
（
一
九
二
六
）
後
、

　
　

族
行
を
つ
づ
け
。
最
後
０
欧
洲
滞
在
を
絃
へ
て
隔
院
し
た
。
即

彼
は
最
初
の
ア
ン
コ
ー
ル
凪
都
の
中
心
と
云
は
れ
る
プ
ノ
ム
・

　
　

ち
後
は
戦
争
の
総
フ
ラ
ｙ
ス
に
戻
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
だ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

バ
ッ
ケ
ン
ｆ

ｎ
ｎ
ｏ
ｍ
　
ｃ
ａ
ｋ
ｈ
ｅ
ｎ
ｇ
を
明
に
せ
ん
と
し
た
、
先
づ
　
　
で
あ
る
、
四
一
年
に
は
交
換
教
授
と
し
て
我
國
に
来
朝
、
東
京

こ
の
地
方
の
地
圖
か
ら
推
定
し
、
シ
ェ
ム
ー
レ
ア
ツ
プ
S
i
e
m

　
　

京
都
で
得
意
０
講
演
を
披
渥
し
た
。
そ
り
後
戦
争
苛
烈
０
篤
、

吻
り
召
の
流
れ
が
鸞
曲
し
て
を
り
、
古
代
ピ
ュ
リ
の
廣
い
方
形

　
　

彼
ｏ
活
動
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
五
年
八
月
心
臓
病
の

の
土
地
の
二
段
０
土
手
の
存
在
に
注
意
し
、
こ
の
方
形
０
中
心

　
　

焉
に
ハ
ノ
イ
の
病
院
で
永
眠
し
た
事
を
後
に
な
っ
て
知
っ
だ
の

が
プ
ノ
ム
ー
バ
ご

で
誰
明
せ
ん
と
し
、
飛
行
機
か
ら
室
中
寫
侃
を
振
り
、
そ
０
確

　
　

柄
で
。
適
切
な
言
葉
を
使
っ
て
考
古
學
上
０
無
味
乾
燥
な
姿
を

賢
さ
を
増
し
、
最
後
に
そ
の
地
の
登
掘
を
行
っ
て
確
誼
し
た
０

　

～
塾
術
風
に
解
群
し
た
。
叉
愛
想
は
好
い
が
鍔
面
目
で
物
質
的
な

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
０
を
全
く
捨
て
た
所
に
し
か
生
の
幸
頴
を
見
出
さ
な
か
っ
た

　

三
四
年
ロ
ジ
ド
ン
０
人
類
學
民
族
學
０
國
際
主
要
會
議
’
に
出

　
　

と
一
Ｋ
は
れ
て
ゐ
る
。

席
、
副
議
長
を
務
め
た
。
三
五
年
佛
印
に
も
ど
り
、
ト
ン
キ
ン

　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
ー
ビ
エ
フ
主
要
著
述
目
録

の
登
掘
を
行
っ
た
。
同
年
ア
ン
つ
Ｉ
ル
に
於
け
る
仕
事
に
ょ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”
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